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　生ごみを減量するための
有効な手段として生ごみ減
量処理機器があります。
「乾燥型」「消滅型」「たい肥型」など、
さまざまな機器が販売されています。
　また、電力消費量が少ないエコな商品
も多くなっています。
　市では購入金額（消費税抜き）の半額
（上限４万円）を助成しています。

　家庭でできる生ごみの簡単な減
量方法の講座を開催します。
　庭などに埋めて、園芸の肥料にし
ている方などにも参考になると思い
ます。参加者には、段ボールコンポ
ストの機材をお渡しします。

　可燃ごみの中の約40％は生
ごみで、その内約90％は『水分』
です。生ごみの『水切り』『乾燥』

をするだけでも、可燃ごみの大幅な減量とな
ります。また、清掃工場では800℃以上で、
ごみを燃焼し続けなければなりませんが、水
分を少なくすることにより、燃焼の効率が上
がります。

　燃やすには「もったいない」緑の資源です。平成22年
度は約88t、23年度は約170tを資源化しており、可燃
ごみ減量の有効な方法のひとつとなっています。
　大量に排出される際は、ごみ減量推進課までご連絡く

ださい（園芸業者などにせん定してもらった枝葉・草は、収集できません）。
詳細は、市 でご確認いただくか、お問い合わせください。

　紙袋を使うこと
により、手軽に資
源化できます。

　たまったらそのまま資源物にな
ります！紙袋に布ひもやビニール
ひもが付いていてもかまいません。

市内在住で、近隣に迷惑を掛けることなく実践できる方
各会場15人（申込順）
筆記用具
２月６日㈪午前９時から、電話でごみ減量推進課（ 042－438－

4043）へ申し込み。

　平成20年度・21年度に西東京市は家庭から出されたごみ・資源物の１人１日当たりの量
が、多摩地域で一番少ない市となりました。その後も、依然として高い水準を維持しています。
　このことは、市民の皆さんが日ごろから、「ごみを出さない」「分別を徹底する」などの高い
意識で取り組まれている結果です。ご協力ありがとうございます。
　引き続き、ごみの減量・資源化にご協力をお願いします。

◆ごみ減量推進課（ 042－438－4043）

多摩地域でもトップクラスの
ごみ減量・資源化を実現！！

生ごみ減量処理機器のご利用を！

生ごみの水切りの徹底をお願いします！

ごみ箱の脇に紙袋を置いてみませんか？

段ボールコンポストと
生ごみ減量の講座を開催します

せん定枝や草は
良質なたい肥の原料となります

開催日 場所 時間
３月２日㈮ イングビル（田無庁舎隣） 午後２時～４時
　　５日㈪ 北町ふれあいセンター 午後２時～４時
　　７日㈬ エコプラザ西東京 午後２時～４時
　　９日㈮ 東伏見コミュニティセンター 午後２時～４時
　　12日㈪ ひばりが丘公民館 午後２時～４時

　　14日㈬ エコプラザ西東京
午後２時～４時
午後６時～８時

　　16日㈮ 芝久保公民館 午後２時～４時
　　19日㈪ イングビル（田無庁舎隣） 午後６時～８時
　　24日㈯ エコプラザ西東京 午後２時～４時

今まで、ごみ箱に入って
いた私たちも古紙類とし
て資源化してください！

●チラシ、お菓子などの箱、
トイレットペーパーの芯、
食品ラップの芯、包装紙、
メモ用紙、雑誌など
●新聞（別の紙袋で出して
ください）
●牛乳パック（切り開いて、
別の紙袋で出してください）
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